
学習活動 主な発問（Ｔ）と生徒の反応（・） 留意点・評価 

１．冬の日本付近の天気

図を見る 

 

 

 

 

 

 

 

２．冬の日本付近の雲画

像を見る 

 

 

 

 

３．日本列島と日本の冬

の様子を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

４．大陸と海が冬になる

と受ける影響について

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：今週になって日本海側に雪が降っ

た。その日の天気図を見て，前時まで

学習したことを確認しよう。 

・高気圧：まわりより気圧が高い 

・低気圧：まわりより気圧が低い 

Ｔ：冬の天気図の特徴は何か。 

・西側に高気圧 

・西高東低 

 

Ｔ：日本列島には冬になると毎年北西

の風が吹き，同じような筋状の雲が見

られる。本時は実験を通して理由を調

べよう。 

 

 

Ｔ：日本列島の地理的な特徴は何か。 

・本州の真ん中に山脈がある 

・大陸の東側にある島 

・南北に長い 

・大陸と太平洋の間にある 

Ｔ：冬になるとどんなことが起こるか。 

・寒くなる ・乾燥する 

・特に日本海側に雪が降る 

・太平洋側で晴れる 

【実験１】大陸（砂）と海（水）の冷え

方の違いを確かめる。 

 

 

 

 

生徒による予想 

・砂の方が急に冷える。 

・砂は凍らないから水の方が冷たくな

る。 

Ｔ：結果から砂の方が冷えやすい。大

陸（砂）と海（水）の冷え方に差があ

り，温度差が生じる。 

 

大型モニタ：2014/12/01 の天気図

（典型的な冬型配置）を表示 

 

大型モニタ：数年内の典型的な冬型

配置の日の天気図を表示。西高東低

の確認。 

 

大型モニタ：数年内の典型的な冬型

配置の日の雲画像を表示。毎年冬に

なると北西の風が吹くことの確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型モニタ：冷凍庫に入れた砂およ

び水の温度の経時変化を表示。 

砂：13.1℃ → －1.4℃ 

水：12.8℃ →   3.4℃ 

（15分間での変化） 

 

学習課題提示：冬の日本付近に北西の風が吹くのはなぜだろうか。 

提案２：演示実験から季節風が生じる原因についての仮説を見いだし，生徒がはっきりとした

目的意識を持って実験を行い，課題を解決していく指導の工夫。 



 

５．空気の温度差による

空気の動きについて調

べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．冬の日本付近に北西

の風が生じる理由を考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．日本付近の冬の天気

の特徴の説明を聞く。 

【実験２】温度差による空気の循環の

再現実験 

 

 

 

 

生徒による予想・話し合い活動 

・温かい空気が上がる。循環する。 

・冷たい空気が下がる。 

Ｔ：実験装置の中の温度差によって空

気はどのように動くか。 

・循環している。 

・箱だから，空気はしかたなく回る。 

・冷たいところでは下向き（下降気流） 

・温かいところでは上向き（上昇気流） 

・間では冷たいところから温かいとこ

ろに流れた。 

Ｔ：【実験１】【実験２】の結果から今

日のテーマが説明できる。結果をふま

えて北西の風が起こる理由を考えよ

う。 

生徒による話し合い活動・発表 

・大陸が冷え，温かい太平洋に地表付

近で空気が流れる 

・高気圧で下降した気流が日本海で温

まり，日本列島で冷え，太平洋でまた

温まる。 

・砂が冷えやすいので日本列島から太

平洋に風が吹く。 

・【実験１】で大陸が冷えることが分か

り，【実験２】で冷たいところから空気

が流れるので北西の風が吹く。 

Ｔ：冬に冷える陸地は（日本列島では

なく）ユーラシア大陸。 

冷え方の違いによる温度差から大陸に

高気圧，太平洋に低気圧が生じ，日本

付近では北西の風が吹く。 

 

 

 

 

 

 

 

班ごとにホワイトボードに予想を

図示し発表。 

 

 

 

 

 

 

 

 

班ごとにホワイトボードに図示し

発表。 

 

評価：思考・表現 

季節風のしくみを説明することが

できる。 

 

提案１：簡易な自作実験装置を用いて，温度差により大気の流れが生ずることを視覚的にとら

えさせ，季節風が生じる原因を見いだすことができる指導の工夫 

 



【検討会記録・成果と課題】 

１．協議 ＊成果を○，課題を△で示す。 

 

 

 

○ 視覚的に分かりやすい実験だった。どの生徒も興味を持って取り組んでおり，効果的であった。 

○ 線香の煙の動く様子が見やすくて良かった。湯たんぽのところでは，上昇気流が起こり，保冷剤のと

ころでは，下降気流が起こっていた。また，地表面のところでは，保冷剤側から湯たんぽ側に煙が移

動する様子が観察できた。 

○ カメラでも撮影できるくらい見やすく，分かりやすい実験装置だった。 

○ 安価なもの（１００円ショップのものなど）を用いた教材であり，簡単に製作することができる点が

よかった。 

△ 湯たんぽ・保冷剤に『大陸・海』と表示をしておくともっと分かりやすかった。 

△ 保冷剤と大地とのつながりが弱かったので，発問の工夫が必要であった。 

△ 実験装置内のどこに着目して見ればよいのか，視点を明らかにしてから実験に取り組ませる必要があ

った。実験装置は３次元（横から見た空気の動き）であったが，導入で提示したものは，２次元（上

空から見た図）であった。このために混同してしまって，上手にまとめられない班があった。 

 

  

 

 

 

 

○ 冷えていく違いを示したパワーポイント（ICT）が分かりやすかった。 

○ 時間が経過するにつれて水よりも砂の方が冷えていくことを確認できた点が良かった。 

○ 自由な発想で予想・考察を行っていたので分かりやすかった。また，説明の流れがスムーズで分かり

やすかった。 

△ 予想する場面で，個人で考える時間をもう少し確保すればもっと深まりがあったのではないか。 

△ 提案１につながるような工夫があればもっと良かった。勘違いして捉えている生徒もいた。 

 

 

 

 

 

 

 

【提案１】 簡易な自作実験装置を用いて，温度差により大気の流れが生ずることを視覚的にとら

えさせ，季節風が生じる原因を見いだすことができる指導の工夫。 

【提案２】 演示実験（砂と水を冷却する実験）から季節風が生じる原因についての仮説を見いだ

し，生徒がはっきりとした目的意識を持って実験を行い，課題を解決していく指導の

工夫。 



２．まとめ（成果と課題） 

 

第 2分野の特徴として，再現したり，実験したりすることが困難な事物・現象を扱うことが多くある。

このような自然の事物・現象の学習では，視聴覚教材やモデルの活用など，直接経験に準ずる学習活動を

工夫し，科学的に探究する方法を習得させることが重要である。 

今回の提案授業で扱った気象の現象は，地球規模の空間の中で生じるもので，授業の限られた条件の中

で再現することは難しい。こうした特徴から，ともすると写真や映像を見るだけだったり，知識の習得だ

けだったりといった学習になりがちな単元である。さらに，学年末の単元であることも重なり，指導時間

の短縮につながるなど，本単元の目標が達成できない悪循環になることが懸念されるところでもある。 

以上のことを踏まえると，今回の二つの提案は，この分野において，観察，実験を主体的に行い，得ら

れた結果を分析して解釈するなど，科学的に探究する学習をいかに進めていくかを探るものとなり，具

体的には次の点で大きな成果があったと考えられる。 

①  モデル実験装置を用いて，生徒自らが課題を解決するために実験できたこと。 

②  生徒の興味を高める教材であり，大気が動く様子が非常に分かりすく再現されたこと。 

③  材料費が安価で，製作するのも簡単な教材であったこと。 

 コピー用紙のダンボール，クリアケース，黒い画用紙，保冷剤，線香， 

LEDライト(100円ショップ)，湯たんぽ(100円ショップ) 

④  短時間では変化が見にくい現象を，ICT（単位時間当たりの連続写真）の活用によって，分かり

やすく提示し比較させたことで思考を深めさせることができたこと。 

さらに，教科目標の達成に向けては，観察，実験を探究的な学習の中核に位置付けて，その事前事後の

言語活動の充実を図る学習活動を重視していくことが大切である。具体として，何を解決するためにこ

の実験を行うのか，そのためには，どこをポイントに観察する必要があるのかなど，課題を明確にした授

業展開が望まれる。このことが，理科の目標である「目的意識をもって観察，実験などを行い，科学的に

探究する能力の基礎と態度を育てる」ことに通じるものであることを再認識したい。  


